
213人工臓器52巻3号　2023年

●特 集●

異種移植研究の臨床への現状
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大阪大学大学院医学系研究科小児成育外科
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2021年1月，米国で遺伝子を改変したブタから脳死患者への腎移植が試行され，現在まで既に6例
の異種移植が行われている。さらに，2022年には，実際の患者にも10個の遺伝子操作を行ったブタ
からの心臓移植が行われ，2023年10月現在，2例目が進行中である。これらのことは紛れもなく新
たな時代の到来を感じさせる。日本ではこの異種移植の分野はあまり注目を浴びてこなかったが，
実際には，基礎研究の面でも初期の頃から多くの研究者が貢献している。また，特に米国でのこの分
野では，日本人研究者の活躍も目立ってきている。しかし，現時点での日本での臨床に向けての準備
は，必ずしも十分とは言えない。
本特集は，人工臓器の研究をされておられる先生方を焦点に置き，まず①異種移植に対する世界の
グローバルな規制と動き，それに対する日本での法整備と動き，そして②心移植，③腎移植の現状と
異種移植の展望を解説頂いた。また，④サルを用いた前臨床試験からの具体的な課題，⑤今回の一連
の米国での臨床試験の概説とこれに由来する課題，そして⑥日本での具体的な遺伝子改変ブタの開
発に向けての課題，最後に⑦直近の課題であるブタからの感染症に関する問題と検査体制の現状に
ついて解説して頂いている。本特集が，多くの先生方にとって現状を把握する助けとなるとともに，
今後の日本での異種移植の開始につながればと考えている。
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